
自己改革は現在進行形　まだまだ躍進します！！

JA菊池自己改革未来あるJAをめざし：『茶』で管内初ＪＧＡＰ取得

『
茶
』で 

　
　
　
　 取
得

　
大
津
町
の
株
式
会
社
瀬
川
製
茶
が
、茶
で
管
内
初
の
日
本
版

農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
）の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

後
継
者
の
瀬
川
竜
次
さ
ん
は
、1
0
0
以
上
の
細
か
な
チ
ェ
ッ
ク

項
目
を
ク
リ
ア
し
て
、令
和
元
年
12
月
5
日
付
で
認
証
書
を
手

に
し
ま
し
た
。瀬
川
さ
ん
に
認
定
書
取
得
の
喜
び
と
茶
生
産
者

と
し
て
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　
瀬
川
さ
ん
は
平
成
30
年
3
月
、

消
費
者
に「
お
茶
の
安
全
性
を
確

認
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
す

か
？
」と
の
問
い
に
考
え
、た
ど
り

つ
い
た
の
が
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。そ
の
年
の
10
月
か
ら
Ｊ

Ａ
や
行
政
の
茶
担
当
者
に
相
談
し

な
が
ら
勉
強
を
重
ね
、指
導
を
受

け
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

「
動
き
始
め
て
か
ら
取
得
ま
で
に

14
ヵ
月
の
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
」
と
見
せ
て
い
た
だ
い
た
書
類

の
フ
ァ
イ
ル
の
山
に
驚
き
ま
し
た
。

　
食
品
安
全
・
環
境
保
全
・
労
働

安
全
・
情
報
の
透
明
性
等
々
の
中

に
、手
洗
い
の
表
示
か
ら
清
掃
、掃

除
道
具
の
置
き
場
所
、危
険
個
所

の
表
示
、救
急
箱
の
設
置
、作
業

道
具
の
整
理
整
頓
、農
薬
庫
の
整

理
・
薬
剤
の
使
用
時
期
や
成
分
な

ど
、工
場
、茶
畑
の
隅
々
ま
で
審
査

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
瀬
川
さ
ん
は「
現
場
の
整
理
整

頓
、整
備
は
も
ち
ろ
ん
、数
百
枚
の

書
類
作
成
、危
険
物
や
救
命
講
習

ま
で
、仕
事
を
し
な
が
ら
の
準
備

は
大
変
で
し
た
。し
か
し
、お
か
げ

で
き
ち
ん
と
整
備
で
き
、お
客
様

に
今
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
安

全
・
安
心
で
美
味
し
い
お
茶
で
す
。

と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
笑

顔
で
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、定
期
的

な
維
持
審
査
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で「
今
後
も
気
を
配
り
な
が
ら
、茶

の
栽
培
、製
造
を
家
族
と
ス
タ
ッ
フ

で
頑
張
り
、日
本
茶
の
良
さ
と
お
い

し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

JGAPとは、

GAPは「農業生産工程管理」のことで、農産物の
安全を確保（食品安全、環境保全、労働安全等の
持続可能性を確保）して、より良い農業経営を実
現する取組のことです。
JGAPは、「日本版農業生産工程管理」で、環境保
全や食の安全に対して取り組んでいる農場に与え
られる日本発の国際水準の認証です。　　　　　
2007年11月から第三者（日本GAP協会）認証制
度がスタート。JAなどの生産者団体が使用する農
場や団体管理についての基準および認証の制度
で、農林水産省が導入を推奨しています。

GAPは「工程管理に基づく品質保証」の考え方
を農業現場に導入したもので、食品事故などの問
題を農場が起こさないよう未然に防ぐ農場管理
の手法です。「適切な農場管理の基準」であり、農
薬の管理、肥料の管理、水の管理、土の管理、放射
能の管理といった仕事に明確な基準が定められ
ています。これらの基準は全部で120以上の項目
数になり、第三者機関の審査によってGAPを正し

く実施していることが証明された農場
だけが認証を受けることができます。

◎
瀬
川
さ
ん
は〝
日
本
茶
〞の
良
さ
や
お
い
し
さ
を

　伝
え
る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

JGAP認証

・適切な農場管理により①食の安全、②環境
保全、③労働安全が向上
・仕事の効率化で、経営改善や品質向上、技
術の継承にも役立つ 
・専門の審査機関の審査・認証を受けること
でバイヤーに「信頼できる農場」であること
を客観的にアピールできる
・農業経営体の大規模化、強い産地ブランド
づくりの両方で内部の仕組み作りに役立つ

日本茶インストラクターの資格
を持つ竜次さんは、依頼があれ
ば小学校や施設に、美味しいお
茶の淹れ方や茶の栽培・製造の
様子を伝える出張講座を行って
います。小学校での講座は茶部
会青年部も協力しています。

イベントなどでの販売会の依頼があれば参加し、
消費者の声を聞きながら、生産者として、お茶の良
さやおいしさを伝えています。

ＪＧＡＰ認証書を手にする瀬川さん　 審査用の提出書類ファイル

J＝Japan（日本版）、Ｇ＝Ｇｏｏｄ（よい）、Ａ＝Ａｇｒｉｃｕｌｕｔｕｒａｌ（農業の）、Ｐ＝Ｐｒａｃｔｉｃｅ（やり方）の
頭文字をとってJＧＡＰ（ジェイギャップ）と呼びます。（日本初の国際水準の認証です）

生産者にとってのメリットは？

管
内
初

茶工場

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

※
Ｊ
Ａ
菊
池
銘
茶
生
産
組
合（
荒

茶
加
工
施
設
）で
も
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

年
内
取
得
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

特集
3
特集
3※熊本県には、県基準の「くまもと県版GAP」もあります。

　菊池水田ごぼうは県版GAPを取得しています。
JGAP認証マーク
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